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シニア向けの生活サービス・パッケージ「伴奏パック」の研究 

旭化成ホームズ㈱シニアライフ研究所 

 

（１）くらしノベーション研究所とシニアライフ研究所の系譜 

1）くらしノベーション研究所 

・弊社の特徴は、ハード・技術系の研究所(住宅総

合技術研究所)の他に、ソフト系の研究所（くら

しノベーション研究所）を独立して持っているこ

とです。この系譜は、二世帯住宅研究所(1980年

〜）、共働き家族研究所( 1989年〜)、ロングライ

フ住宅研究所（1998 年〜）の歩みを 2007 年に

住ソフト研究開発組織として統合（住生活研究所）

し、2009 年にくらしノベーション研究所に改称

したものです。 

・弊社の高齢者事業は、もともと二世帯住宅から始まったものがほとんどです。二世帯住宅には、親

世帯の住戸を 1 階に設けた、60 代後半の高齢者のための住宅という側面があります。「築 30 年二

世帯調査」（2015年公表）では、二世帯住宅の子世帯として居住していた方の 76%が介護経験ある

とのことでした。 

・1998 年には「ロングライフ住宅宣言」を公表し、建物を適性な状態に保ち、大切な資産を末永く

見守る「ロングライフプログラム」「60 年点検システム」を制定しました。このプログラムでは、

築 30 年まで無料で５年おきの定期点検を行い、ヘーベルハウスにお住いの方をヘーベリアンと名

称氏し、彼らとのつながりを維持する仕組みを構築しています。また、３か月に１回の冊子「ヘー

ベリアン」配布や、５年に１度はサービス担当者が各お宅を訪問すること、連絡がつかない時にも

お宅に伺って様子を拝見するといったことで、ヘーベリアンとのつながりを保っています。 

2）ヘーベルヴィレッジ 

・ヘーベルヴィレッジは 2005年に開始した高

齢者向け賃貸住宅です。もともとの考え方は、

介護向けではなく、ヘーベルハウスから住み

替えていただく、健常な高齢者のためのバリ

アフリーの賃貸住宅でした。実際はヘーベル

ハウス以外から住み替えていただいた方々

もおられます。 

・ヘーベルヴィレッジは月 1 回の訪問・生活

相談サービスの見守り警備のサービスがつ

いている集合住宅として運用しています。最

大の特徴は住戸面積です。50〜70 ㎡という

かなり広いもので、二世帯住宅の親世帯が住

んでおられた空間のイメージがかなりあっ

たと思います。ヘーベルヴィレッジは、始ま
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った頃から広い住戸面積は維持されています。 

・現在、弊社がヘーベルヴィレッジとして運営している物件は 10 棟で、その内３棟はサ高住の認定

を受けて運営しています。当初はヘーベルヴィレッジとしてつくって、あとで普通の賃貸住宅とし

たものもありますので、ヘーベルヴィレッジ自体の建設物件はもっと多くあります。 

・当初のヘーベルヴィレッジは、普通の集合住宅と同様に、コミュニティスペースを設けることや医

療機関隣接といったことは行っていませんでした。しかし、最近は医療機関やデイサービスが隣接

するものもあります。 

 

 

3）シニアライフ研究所 

・ シニアライフ研究所は 2014年に発足しました。 

・ ヘーベルハウスのストックは全国に 23万戸あ

り、築 40年を超えるものもあります。ヘーベ

ルハウスにお 1人でお住まいのご婦人が増えて

います。弊社でヘーベリアン対象に何回か調査

しているのですが、ヘーベルハウスにこれから

も住み続けたいとご希望されている方は、常に

8割います。この８割の方に、健康で長生きし

ていただくために、ハウスメーカーとしてなに

ができるかについて、シニアライフ研究所では

ソフト面のリソースづくりに取り組んでおります。 

  



3 

（２）生活サービス「伴奏パック」の研究 

1）伴奏パック 

・弊社はロングライフ戦略として、ハードとソフトの両面での事業戦略を立てており、子育て共働き

向けの「ヘーベルハウス DEWKS（デュークス）」や、二世帯住宅といった、家族のライフステージ

別に商品をつくっています。今回は自立期シニアが、弊社の住まいの中でどのようにして住み続けら

れるかという、生活実態とサービスのニーズを研究するため、「伴奏パック」の 6か月間（2015年 8

月から 1 月）の無料試行を行いました。ハウスメーカーとして、生活サービスに事業として取組む

のか、あるいは弊社商品の何らかの付加価値になるのか、請負事業の拡販につながるのかというとこ

ろを明らかにすることが、この研究開発のミッションです。 

・生活サービスは次の３つで構成しています。 

①生活サポート：月 1 回、1.5 時間の生活相談員定

期訪問、及びヘルパーによる月５時間の任意の家

事サービス提供です。生活相談員は社会福祉士や

ケアマネージャーなどの資格を持っている人が、

サポートのアセスメント及び在宅生活支援計画書

作成と、生活相談へのワンストップ対応をしてお

ります。生活相談員がアセスメントで把握したニ

ーズにあったヘルパーを人選します。 

②緊急駆けつけと 24時間相談：警備会社による駆け

つけと併せ、電話による 24時間相談を受け付けて

います。 

③子を巻き込む：お子様にも登場していただき、親・

子・弊社の三者で関係性をつくることです。親子

だけではなかなかうまくいかないことについて、

専門職が介在し、ワンストップの窓口業務の中で

情報共有を行うことで、全体をうまく回すという

コンセプトです。 

・無料試行を６か月間行った目的は、1つ目に自立シニアの生活サポートニーズを明らかにすること、

２つ目は生活サービスに顧客がどの程度の価値を見出してどのくらいの対価を支払っていただける

のかを明らかにすること、3つ目は顧客との関係性を蓄積することでサービスの先にある、住まいに

つながるニーズを探るということです。 

2）試行モニター 

・試行モニターには 9名の方と契約いたしました。インターネットや、ヘーベリアンネットというメ

ールマガジンでのモニター募集は大苦戦でこのルートでのモニター契約は 1名だけでした。旭化成

リフォームなどの営業からの紹介や、ヘーベルヴィレッジにお住いの方といった、顔の見えるルー

トが契約に結び付きました。 

・９名の皆様は大体が後期高齢者で、平均年齢は 80 代前半です。単身世帯が６名で、残りがご夫婦

です。大半は自立シニアで、介護保険での要支援の方が数名おられる程度です。ただ、やはり皆様

後期高齢者で、なんらかの疾病を抱えておられます。 

・ヘーベルヴィレッジ居住者は 3名です。 
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3）生活サポートのニーズ研究 

・6 か月間の試行の入口のところで、最もニーズの高い生活サポートは、室内掃除、ガラス拭きでし

た。後期高齢者はしゃがむ動作がしづらいということと、目が弱って汚れに気づきにくくなっている

ということからのニーズは明らかにあります。 

・そして数か月経ち、信頼関係ができてくると同時に要望の幅が広がり、不用品片づけや調理、洗濯

といったニーズが出てくることが分かってきました。 

 

 

 

・定期訪問で生活のお困りごとを伺い、対

応しておりますが、その具体的内容は、

マイナンバーカード申請といった、役所

などの情報確認・提供や、ＰＣなど機器

類の操作フォロー、照明器具交換や大型

荷物開梱・組立て、ゴミだしなどの住居

関係のフォローでした。マイナンバーカ

ード申請など、この年代の方にはやりに

くいし、子どもにも聞きづらいというこ

とがあるようです。 

4）からだ・心・行動の変化 

・生活サポートを通じて、ご本人には、からだ（健康維持）、こころ（気持ちが明るく前向きになる）、

行動（これまでの行動維持と新しい行動の引き出し）という変化がありました。 

・例えばからだの変化の事例ですが、ヘーベルヴィレッジにお住まいで、お子さまが海外に住まわれ
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ており、ご本人が胃の手術をされていて食事や献立が面倒という方がおられました。今回のサポー

トでの調理や、生活相談員を交えた会食を行うことで、体重が良いレベルに増えるといった体調管

理が進むことになりました。 

・こころの変化については、ご主人が他界された 80 歳の単身女性の方ですが、家の片づけや掃除も

ままならない状態でした。それが生活サポートでガラス拭きや障子の張り替えを行うことで、気持

ちが明るくなり、生活サポートで不用品整理も行なわれるようになり、家がきれいになっていく効

果がありました。 

・行動の変化については、ご夫婦でお住まいの方で、奥様はボランティアで朗読を行ったり、友人と

お出かけしたりがお好きな方でしたが、腰痛など家の掃除などが体力的に大変になりつつありまし

た。生活サポートで、自分の好きなことが引き続きできるようになることや、ご主人の認知症に生

活相談員が相談に乗ってくれることが非常に良かったとのことでした。 

5）生活サービスの先にあるニーズの研究 

・６か月間で住まいに関わる相談を７件承りました。荷物整理（処分・譲渡・リサイクル）に関する

相談が 2件、家のリフォーム（不具合相談）が３件、ヘーベルヴィレッジなどに転居された方の前

住居の処分や建替えが 2件でした。生活の困りごとに伴奏するサービスの中で信頼関係を構築する

ことが、このような依頼を受託することになったかと考えています。 

・もともと二世帯住宅に住んでおられたのですが、ご主人が他界され、大量の遺品整理に悩んでおら

れた方に、ヘルパーが整理をお手伝いしたり、生活相談員がバザーに出すといった処分方法をお話

したりといったサポートを行うことで、家財・荷物をだんだんと片づけることができました。こち

らからこうすればいいと押し付けるのではなくて、ご本人の意思にそって こうやりたいという意

思を聴きながら、そのプロセスに寄り添うと言うことが大きな特徴かなと思います。 

6）無料施行に対するモニターの声のヒアリング 

・総合的な満足度については、みなさん「やってみて良かった」と、それぞれにくらしの変化を実感

されています。 

・生活相談員による定期的訪問と相談された困り

ごとへの対処についても、ご満足いただいてい

ます。バックボーンにソーシャルワークの知

識・技術のある生活相談員が寄り添ってくれる

安心感と、困りごとがスムーズに解決されるこ

とで、信頼関係が構築されているようです。子

どもからも、「へルパーさんに掃除していただい

て、母もいきいきしているし、自分の時間がで
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きて良かった」といった評価をいただいています。 

・ヘルパーによる月５時間サービスについても、高い評価をいただいています。生活相談員の事前ア

セスメントで、その人にあったヘルパー（掃除が得意、料理が得意など）を派遣していることと、

状況に応じた判断ができる人材を配置していることの評価が高いようです。 

 

・「子を巻き込むこと」に対する評価は高く、

とても安心感があるようです。第三者が

入ることで気付くことがあった、情報共

有で実家のことがよく分かるようになっ

た、福祉や住宅のプロが問題解決の相談

にあたってくれることが良かったといっ

たお話をいただいています。 

 

（３）無料試行の次の段階の研究 

・無料での試行期間が今年１月に終わり、次の段階の研究として、有料での「新伴奏パック」を始め

ました。お値段については、試行期間の５時間/月の家事サービスは、市場では 2 万円/月ほどの価

格になりますが、5 時間/月では 1時間以上時間があまるとの結果になり、1.5 時間で 9,500円のパ

ックサービスとしました。これに毎月の訪問 1.5時間が加わり、月 2回で 1.3万円/月という形で利

用されている方もいます。 

・９名のモニターの中で「新伴奏パック」を継続された方が 3名、サービス全てではなく一部を継続

された方は 2名、継続されなかった方が４名です。 

・継続された方は、最初は生活相談員やヘルパーが家に入ることに抵抗感や不安があっても、やがて

生活の一部として快適なルーティンになり、お金を出す価値があると判断されたようです。弊社で

は生活相談員とヘルパーの連携でプログラムが動いているので、他社のような家事代行だけよりも

良いということで継続された方がおられます。 

・一部継続された方は、生活サポートの中身としてはとても良かったが まだ 70 代前半で仕事をし

ている、あるいは 70 代後半ではあるけれども家事など自分でできるので、全部必要はないという

方々です。ただ共働きなので家事サービスは継続したい、あるいは健康上の不安があるので駆けつ

けサービスは継続したいとのことです。一部のサービスを継続しているので、いずれまた全部のサ

ービスを使う可能性もあるとのことです。 

・非継続の方の４名の内、３名はヘーベルヴィレッジに住んでおられ、すでに生活相談機能が担保さ

れているし、戸建てとは異なり、窓ふきや庭の草むしりが大変ではないということのようです。ま

た、介護保険など他のサービス資源を利用中で、家事支援が必要ないという理由もあります。 

 



7 

（４）「伴奏パック」試行研究のまとめ 

・まだまだ試行研究が一旦終わった段階ですが、次のことが分かりました。 

①自立でも、後期高齢者には疾病等から一定のサポートニーズがあります。当初は、生活相談員がお

宅に伺っても、なにをしてもらったらいいかしらと、ニーズの顕在化は難しい状態でした。目の前

の困りごとを入口から解きほぐしていくことで、ニーズが顕在化します。自立シニアといえども、

持病といかにつきあうか いかに自分らしく生活するかというところにサポートのニーズがあり

ますが、健康で自分らしく生きるためにどうしたいかは人それぞれ異なります。それに対して、サ

ポートがなんらかの役に立つと考えていただけるかがキーになります。 

②伴奏パックが生活の一部に溶け込み、有償での継続者が出現しました。 

③信頼できる窓口になれば、シニア固有の請負・斡旋業務の可能性があります。生活サポートの先に

ある課題について、ご相談をいただくようになっていますが、ご相談にどう対応していくか、各社

の有するリソースや費用のことを考え、すべて利益換算するのかというところまで含めて議論すべ

きかと考えています。 

 

【質疑応答・意見交換】 

Q：生活相談員やヘルパーは、御社の社員ですか？ また、ヘーベルヴィレッジの生活相談は御社の

社員が行っておられますか。 

A：生活サービス支援事業の専門会社に委託しています。生活相談員とヘルパーは同じ会社です。弊

社の管理部門とこの会社で月 1 回の定例会を行い、そこで生活サポートの現場で起きていること

について情報共有しています。ヘーベルヴィレッジの生活相談員は、初期は弊社社員で行ってい

ましたが、今は全てのヘーベルヴィレッジおける生活相談員は、生活サービス支援事業の専門会

社に委託しています。 

 

Q：これから御社内で生活サポート事業を行うお考えはありますか？ 

A：何を社内で内部化するかという枠組みや、価格が成り立つかの見極めを行い、検討する考えです。 

 

Q：長きに渡るヘーベルハウスの将来を考えて、事業を単体で行う考えはありますか？ 

A：そこまでの社内のコンセンサスはまだとられていませんが、そういう道も視野には入れています。 

 

Q：モニターの募集に苦心されたとのことですが、モニター募集はどれくらいの方を対象に行われま

したか？ 

A：ダイレクトメールやネット会員のウェブ上で数万人に募集しましたが、モニター契約は１件だけ

でした。顔が見える関係での募集では、30件にお声掛けして、８件のモニター契約ができました。 

 

Q：サービス自体は、地域包括支援センターなどと重なるところがあるようですが、モニターは御社

だから安心ということがありましたか？  

A：ご本人はだれにどう頼むかがわかっていないということがありました。生活相談員が、相談内容

によって、行政サービスの利用がいいですよというご紹介を行っていますし、行政ではできない

ところは当社へといった割り振りを行っています。 
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Q：生活サポートのマーケットは、ヘーベリアンというクローズドな範囲で展開するお考えですか？ 

A：それも検討中です。まだ生活サポートはモニタリング継続の段階で、商品としてまとまっていま

せん。モニタリングでは、駆けつけサービスのニーズは女性単身で戸建てに住んでおられる方に

多いようです。 

 

Q：「新伴奏パック」の契約期間は？ 

A：現在は 1年契約にしています。今後のサービス商品化の検討の中で、契約期間も決めて行きます。 

 

Q：常に 8割の方がヘーベルハウスに住み続けたいとされているとのことですが、30年以上ヘーベル

ハウスに住んでいる年齢の高い方には住み替えたいとされている方はいませんか？ ある程度居

住者の入れ替わりがあるから、居住継続希望 8 割が維持されているということはないでしょう

か？ 

A：調査対象者は 55歳以上の熟年層に絞っています。家に対する信頼感が高いので、安心して住み続

けられるという方が多いのではと考えています。 

Q：弊社の調査においても、居住継続希望 8割となっています。 

 

Q：ヘーベリアン同士での支援といったことも考えておられますか？ 

A：現在のところ居住者向けのサービスやイベントはばらばらに行われていますが、居住者の特技を

生かすセミナーや、講師になっていただいたくといったことはあります。そういったリソースを

どう束ねるかというところだと考えています。 

 

Q：ヘーベルハウスは 23区内で特に多いということが、生活サポートの商品化のリソースになるかも

しれません。弊社でもコールセンターを設けていますが、なかなか期待通りにはいきません。 

A：中野区や杉並区などでの二世帯住宅におけるヘーベルハウスのシェアは１番です。おっしゃられ

るような仕組みを考えて行きたいと思います。 

 

Q：サ高住となっているヘーベルヴィレッジのサービスと、生活サポートは、重なるところがある。

重なっているところはどのように運用するお考えでしょうか？ 

A：重なっているところも研究対象にしたいと考えています。 

 

Q：生活相談員は介護保険におけるケアプランも、生活サポートのプランとは別につくられるのです

か？ケアプランと生活サポートのプランは全く別のものだと思いますが、いかがでしょうか。 

A：生活相談員は、ケアマネージャーの資格を持っておられる方で、ケアプラン作成もできます。し

かしヘーベルヴィレッジでの生活相談員としての活動では、ケアプランとは全く異なる生活サポ

ートのプランづくりを行っています。介護保険のケアプランでは、「こういうアクティブなことを

やりたい」といったことのサポートまでをまとめてプラン化することはできません。 

 

Q：御社がシニア事業に本格的に取り組むという新聞発表がありましたが、この生活サポートもその

1つとするお考えですか？ 
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A：従来の請負事業をやりながら、生活サポートを商品化し、事業を続けるかは、これから２〜３年

で具体的な目標数字を上げることができるかも含めて、不明なところです。 

 

Q：このサービスはヘーベルヴィレッジの魅力付けと言うよりは、ヘーベルハウス全体の価値を高め

るためのサービス展開というお考えですか？ 

A：反響を見ると、生活相談員のサービスがついているヘーベルヴィレッジよりも、家財・荷物の多

さに困っているといった、ヘーベルハウス居住者にサービスのニーズがあるようです。 

 

Q：「子を巻き込む」取組みは、子供が遠く住んでいる場合も対応しておられますか？ 

A：遠居のケースも対応しています。 

 

Q：サ高住ももともとは自立シニア向けの住まいを目指すというところがありましたが、実際は要介

護高齢者が入居していて、自立型はあまり増えていません。御社のようなニーズから入り、費用

との塩梅のいいところを掘り起こすやり方がとても興味深いと思います。自立型のサ高住では毎

日の安否確認は必要なく、月 1 回の定期訪問で様子の変化を見守り、やがて介護につなげていく

ことの方がニーズに合っているのかもしれません。自立生活の中での不安の穴埋めを行うような

サービスのニーズが分かると、これからの展開につながると思います。 

A：今感じていることは、自立と要介護のファジーな期間において、見守る人のいる安心感が大事か

なというところです。 


